
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
２
０
１
９

�
九
州
工
大
技
術
シ
ー
ズ
展
示

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
機
構
グ
ロ
ー
バ
ル
産
学
連
携
セ
ン
タ
ー

知
的
財
産
部
門
特
任
教
授

柳
楽

隆
昌

令
和
元
年
（
２
０
１
９
年
）
８
月
29
日
、

30
日
に
か
け
て
、
表
記
の
大
学
見
本
市
及

び
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
が
東
京
ビ
ッ
グ

サ
イ
ト
＠
青
海
展
示
棟
Ｂ
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
以
下
に
、
こ
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ジ
ャ
パ
ン
２
０
１
９
で
の
本
学
技
術
シ
ー

ズ
、
及
び
大
学
に
お
け
る
企
業
と
の
組
織

対
組
織
の
連
携（
大
学
組
織
展
示
）に
関
す

る
技
術
の
出
展
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

１
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ジ
ャ
パ
ン

２
０
１
９
に
関
し
て

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
主
に
大
学
発
の
最

先
端
技
術
シ
ー
ズ
を
出
展
し
、
企
業
の
事

業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
る
大
学
の
技
術

展
示
会
と
し
て
は
、
日
本
最
大
級
の
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
ま
す
。

出
展
さ
れ
る
技
術
シ
ー
ズ
と
し
て
は
、
ナ

ノ
テ
ク
、
材
料
・
リ
サ
イ
ク
ル
、
も
の
づ

く
り
、
Ｉ
Ｔ
（
情
報
通
信
）、
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
、
環
境
保
全

と
、
こ
れ
ら
技
術
を
昨
今
、
促
進
／
普
及

が
顕
著
な
Ａ
Ｉ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
技
術
を
利
用
し

て
複
合
的
に
組
み
合
わ
せ
た
社
会
を
実
現

す
る
、「
超
ス
マ
ー
ト
社
会
」
や
、
再
生

医
療
等
、
医
療
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
「
医

療
」
分
野
、
自
然
災
害
及
び
高
齢
化
社
会

へ
の
対
応
を
目
指
し
た
、「
防
災
」
及
び

「
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
」
を
含
め
、
11
の
技
術

分
野
に
区
分
さ
れ
て
、
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
学
見
本
市
は
、
毎
年
８
月
末
か
ら

９
月
初
旬
に
開
催
さ
れ
、
本
学
と
し
て
も

各
種
技
術
分
野
の
産
業
界
と
、
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
出
会
い
の
場
と
し
て
こ
の
機
会

を
利
用
し
て
本
学
発
シ
ー
ズ
を
積
極
的
に

出
展
し
、広
範
囲
な
産
業
界
へ
の
普
及（
実

装
化
）、
産
業
発
展
へ
の
貢
献
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

２
、
本
学
の
技
術
シ
ー
ズ
と
出
展
状
況

本
年
度
に
関
し
て
、
本
学
か
ら
は
工
学

部
の
清
水
教
授
、
森
口
准
教
授
、
小
迫
准

教
授
、
生
命
体
工
学
研
究
科
の
安
田
教
授
、

佐
藤
教
授
、
情
報
工
学
部
の
斎
藤
准
教
授
、

坂
本
准
教
授
の
技
術
シ
ー
ズ
が
採
択
さ
れ

出
展
い
た
だ
き
ま
し
た
。
各
テ
ー
マ
に
関

し
て
は
、
ナ
ノ
テ
ク
、
Ｉ
Ｔ
、
医
療
、
ラ

イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
に
、
そ
れ
ぞ
れ
以
下
の

テ
ー
マ
を
出
展
し
ま
し
た
。
な
お
、
詳
細

は
、
後
述
す
る
、
大
学
組
織
展
示
と
共
に
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ジ
ャ
パ
ン
２
０
１
９
サ

イ
ト
「
Ｊ
Ｓ
Ｔ
大
学
見
本
市
ゾ
ー
ン
・
大

学
組
織
展
示
、
大
学
等
シ
ー
ズ
展
示
」
を

参
照
下
さ
い
。

（https://w
w
w
.ij2019.jp/exhibitor/

jst_sp.htm
l

）。

〈
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
〉

○
小
迫
准
教
授
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
絶
縁
体

を
熱
伝
導
体
へ
転
換
す
る
ナ
ノ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
」

次
世
代
パ
ワ
ー
モ
ジ
ュ
ー
ル
へ
の
活

用
を
想
定
。

研究室学生参加による来場者への説明（小迫准教授）

○
清
水
教
授
「
超
ス
マ
ー
ト
社
会
の
安
全・

安
心
を
支
え
・
見
守
る
ガ
ス
セ
ン
サ
」

大
気
環
境
汚
染
等
へ
の
対
応
と
し
て
、

排
ガ
ス
等
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
技
術
へ
の

活
用
を
想
定
。

清水教授の来訪者への説明のご様子

〈
Ｉ
Ｔ
（
情
報
通
信
）〉

○
斎
藤
准
教
授
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
会
話

の
未
来
を
目
指
し
て：

読
唇
技
術
に
よ

る
サ
イ
レ
ン
ト
音
声
認
識
」

声
を
失
っ
た
障
害
者
や
高
齢
者
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
、
音
声
が
聴

き
取
れ
な
い
環
境
で
の
利
用
等
。
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〈
医
療
〉

○
森
口
准
教
授
「
超
高
濃
度
ナ
ノ
バ
ブ
ル

炭
酸
温
泉
浴
！
（
血
行
促
進
、
疲
労
回

復
、
美
肌
作
り
、
を
身
近
に
！
）」

本
学
独
自
の
ガ
ス
徐
放
技
術
に
よ
り
、

従
来
の
大
掛
か
り
な
設
備
を
用
い
る
こ

と
な
く
、
医
療
介
護
施
設
や
、
あ
る
い

は
家
庭
等
の
身
近
な
環
境
で
ナ
ノ
バ
ブ

ル
炭
酸
温
泉
浴
が
可
能
に
。

〈
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
〉

○
安
田
教
授
「
創
薬
・
医
療
の
高
度
化
を

図
る
神
経
細
胞
解
析
デ
バ
イ
ス
」

従
来
、
様
々
な
工
夫
が
必
要
と
さ
れ

た
長
時
間
で
の
神
経
系
細
胞
の
機
能
評

価
を
、
半
導
体
加
工
技
術
に
よ
り
生
成

し
た
微
細
孔
を
有
す
る
細
胞
培
養
膜
を

用
い
る
こ
と
に
よ
り
可
能
に
。
神
経
疾

患
治
療
薬
の
評
価
や
ⅰ
Ｐ
Ｓ
細
胞
由
来

神
経
細
胞
の
機
能
評
価
等
へ
の
利
用
に

期
待
。

安田教授の説明のご様子

○
坂
本
准
教
授
「
１
滴
で
分
か
る
！
あ
な

た
の
血
液
サ
ラ
サ
ラ
度
と
生
活
習
慣

病
」非

常
に
微
量
の
体
液
（
血
液
、
唾
液

等
）
に
よ
り
、
粘
度
を
測
定
可
能
な
技

術
を
開
発
。
ま
た
、
非
常
に
安
価
で
コ

ン
パ
ク
ト
な
シ
ス
テ
ム
な
た
め
、
家
庭

等
で
の
日
常
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
生
活

習
慣
病
予
防
へ
の
活
用
に
期
待
。

坂本准教授の説明のご様子

○
佐
藤
教
授
「
心
地
よ
い
自
動
運
転
を
実

現
す
る
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
と
ア
ル
ゴ
リ

ズ
ム
」

本
学
独
自
技
術
の
、
非
接
触
で
の
生

体
信
号
（
心
拍
、
脈
動
等
）
計
測
技
術

と
こ
の
計
測
デ
ー
タ
に
基
づ
く
Ａ
Ｉ
技

術
と
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
、
感
情
認

識
技
術
を
確
立
。
例
え
ば
運
転
中
に
お

け
る
乗
員
の
気
分
や
居
眠
り
等
の
状
況

の
把
握
が
可
能
、
よ
り
安
全
な
運
転
を

確
保
。

九州工大発ベンチャーと共同して説明されるご様子（佐藤教授）

全
て
の
先
生
方
の
各
ブ
ー
ス
に
は
切
れ

間
な
く
多
く
の
来
訪
者
が
あ
り
、
中
に
は
、

事
前
に
準
備
し
た
配
布
資
料
や
名
刺
等
が

無
く
な
っ
て
し
ま
う
先
生
も
お
ら
れ
る
程
、

大
盛
況
で
し
た
。
ま
た
全
て
の
先
生
方
に

お
い
て
、
数
社
か
ら
後
日
、
個
別
相
談
の

要
望
を
受
け
て
お
り
、今
後
、先
生
方
か
ら

の
要
請
に
応
じ
て
、
当
該
企
業
と
の
調
整

に
知
的
財
産
部
門
も
参
加
す
る
予
定
で
す
。

な
お
、
会
期
の
２
日
間
、
各
先
生
方
の

支
援
を
し
な
が
ら
、
会
場
内
の
各
ブ
ー
ス

へ
の
人
の
動
き
に
注
目
し
た
と
こ
ろ
、
Ｉ

Ｔ
（
情
報
技
術
）
と
材
料
技
術
に
は
常
時
、

多
く
の
人
が
集
ま
っ
て
い
る
状
況
が
見
受

け
ら
れ
ま
し
た
。
本
学
に
お
い
て
は
、
電

研究室学生参加による来場者への説明（斎藤准教授）共同研究企業と協同しながらの来場者への説明（森口准教授）
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気
・
電
子
デ
バ
イ
ス
、
材
料
分
野
、
及
び
、

特
に
情
報
通
信
に
関
わ
る
情
報
工
学
分
野

に
お
け
る
研
究
活
動
も
活
発
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
創
出
さ
れ
る
知
的
財
産
と
し

て
は
偏
り
が
あ
る
こ
と
は
否
め
ま
せ
ん
。

今
後
も
継
続
的
に
研
究
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な
が
ら
外
部
ニ
ー
ズ

に
沿
っ
た
発
明
等
の
創
出
を
行
っ
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
内
の
別
ス
ペ
ー
ス
で
、
各

大
学
の
展
示
シ
ー
ズ
を
５
分
間
で
説
明
す

る
シ
ョ
ー
ト
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
も
行

わ
れ
、
本
学
の
各
先
生
方
も
参
加
し
非
常

に
多
く
の
方
々
の
聴
講
、
関
心
を
集
め
ま

し
た
。

３
、
大
学
の
組
織
展
示
に
関
し
て

更
に
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
大
学
が

企
業
と
組
織
対
組
織
の
連
携
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
、
大
型
の
産
学
連
携
シ
ー
ズ

の
展
示
（
大
学
組
織
展
示
）
も
行
わ
れ
ま

し
た
。
本
学
か
ら
は
、
趙
教
授
の
宇
宙
環

境
技
術
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
か
ら
、テ
ー
マ「
宇

宙
利
用
環
境
技
術
�
次
世
代
の
宇
宙
利
用

を
可
能
と
す
る
超
小
型
衛
星
等
の
研
究
開

発
」
を
出
展
し
ま
し
た
。

近
年
、
宇
宙
産
業
の
規
模
が
拡
大
傾
向

に
あ
り
、
政
府
調
査
に
よ
る
と
宇
宙
ビ
ジ

ネ
ス
の
世
界
市
場
規
模
は
２
０
３
０
憶
ド

ル
＠
２
０
１
４
年
と
年
々
増
加
傾
向
に
あ

り
、
日
本
市
場
の
現
在
の
規
模
（
試
算
）

は
約
１
・
２
兆
円
で
２
０
３
０
年
度
に
は

倍
増
さ
せ
る
計
画
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
ま

す
（「
宇
宙
ビ
ジ
ネ
ス
の
動
向
と
政
府
の

取
組
」
平
成
30
年
５
月
７
日
経
済
産
業
省

宇
宙
産
業
室

内
閣
府
宇
宙
開
発
戦
略
推

進
事
務
局
よ
り
）。

特
に
、
衛
星
に
よ
る
通
信
サ
ー
ビ
ス
等

の
計
画
が
活
発
化
し
て
お
り
、
例
え
ば
、

近
年
の
技
術
革
新
に
よ
る
小
型
衛
星
の
高

性
能
／
低
コ
ス
ト
化
に
よ
り
、
超
小
型
衛

星
よ
る
コ
ン
ス
テ
レ
ー
シ
ョ
ン
計
画
等
、

宇
宙
ビ
ジ
ネ
ス
が
急
速
な
成
長
を
見
せ
始

め
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
従
前
よ
り
取
り

組
ま
れ
て
い
る
、
本
学
の
超
小
型
衛
星
の

研
究
開
発
状
況
、
及
び
そ
の
研
究
開
発
の

ベ
ー
ス
と
な
る
宇
宙
環
境
試
験
施
設
の
概

要
を
、
超
小
型
衛
星
の
開
発
品
と
共
に
展

示
し
、
本
学
の
宇
宙
環
境
利
用
に
関
す
る

最
先
端
の
研
究
内
容
を
紹
介
し
ま
し
た
。

ま
た
、
個
別
シ
ー
ズ
と
同
様
、
シ
ョ
ー
ト

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
も
参
加
し
、
趙

教
授
よ
り
説
明
が
な
さ
れ
、
非
常
に
多
く

の
企
業
等
か
ら
の
関
心
を
集
め
ま
し
た
。

ま
た
、
宇
宙
に
関
連
す
る
技
術
に
つ
い

て
は
、
本
学
以
外
に
も
、
四
大
学
（
大
阪

府
大
、
秋
田
大
、
東
京
理
科
大
、
東
京
電

機
大
）
で
も
展
示
が
あ
り
、
先
の
宇
宙
ビ

ジ
ネ
ス
の
広
が
り
と
相
俟
っ
て
、
こ
れ
ま

で
主
に
、
航
空
宇
宙
関
連
等
、
専
門
機
関

で
取
り
組
ま
れ
て
き
た
宇
宙
関
連
技
術
が

一
般
技
術
へ
と
裾
野
が
広
が
り
始
め
て
い

る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
、
中
小
企
業
等
、
誰

し
も
が
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
技
術
と

し
て
の
普
及
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

４
、
ま
と
め

本
イ
ベ
ン
ト
の
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト

等
に
よ
る
調
査
集
計
結
果
に
よ
る
と
、
来

場
者
は
前
年
度
と
ほ
ぼ
同
水
準
の
１
・
４

万
人
、
来
場
者
の
業
種
で
は
、
機
械
・
設

備
関
連
が
約
34
％
、
電
気
・
電
子
・
情
報

通
信
関
連
が
約
27
％
、
材
料
・
科
学
関
連

が
約
21
％
、
医
療
・
医
薬
・
バ
イ
オ
関
連

が
約
６
％
と
、
例
年
通
り
、
機
械
・
設
備

関
連
の
業
種
が
最
も
多
い
状
況
で
し
た
。

本
学
の
技
術
シ
ー
ズ
に
関
し
て
は
、
様
々

な
技
術
分
野
に
出
展
し
ま
し
た
が
、
前
述

の
こ
れ
ま
で
の
状
況
も
考
慮
し
当
部
門
で

も
検
討
を
重
ね
、
概
ね
機
械
及
び
情
報
通

信
に
も
関
連
し
た
技
術
で
し
た
の
で
、
先

に
も
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、
来
場
者
の
関

心
を
引
き
付
け
た
よ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
少
し
気
に
な
る
点
と
し
て
は
、

現
在
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
の
た
め

大
学
等
か
ら
生
ま
れ
た
「
知
」
の
社
会
還

元
が
推
進
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
本
イ
ベ

ン
ト
に
お
い
て
主
催
側
の
統
計
に
よ
る
と
、

こ
こ
数
年
に
お
い
て
少
し
来
訪
者
数
が
減

少
し
て
い
ま
す
。
本
学
と
し
て
も
同
様
で

九州工大開発の超小型衛星を展示―組織展示
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す
が
、
産
業
界
の
方
に
来
訪
し
て
い
た
だ

き
、
大
学
等
の
研
究
成
果
に
関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
よ
り
企
業
ニ
ー
ズ

の
高
い
テ
ー
マ
の
提
案
を
行
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
イ
ベ
ン
ト
後
の
調
査
報
告
を
見
る
と
、

「
装
置
・
デ
バ
イ
ス
」
は
も
と
よ
り
、
特

に
、
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
、
Ｉ
Ｔ
、
ま
た

は
大
学
の
組
織
展
示
に
対
し
て
関
心
の
高

さ
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
組
織
展
示
に
関

し
て
は
、
企
業
等
、
外
部
機
関
と
の
連
携

に
対
す
る
大
学
の
組
織
的
な
対
応
へ
の
期

待
の
表
れ
と
も
感
じ
ら
れ
、
様
々
な
提
案

の
余
地
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
昨

今
、
本
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
展
採
択
が
非
常

に
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
知
的
財
産

部
門
と
し
て
も
粘
り
強
く
提
案
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
、
本
学
の
知
的
財
産
部
門
の
ご

紹
介
を
少
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、

当
部
門
で
は
研
究
者
か
ら
の
発
明
の
発
掘
、

出
願
／
権
利
化
を
主
に
行
っ
て
お
り
、
権

利
化
後
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
本
学
の
技

術
移
転
部
門
と
連
携
し
て
進
め
て
い
ま
す
。

特
許
シ
ー
ズ
の
活
用
に
関
し
て
は
、
当

部
門
で
も
積
極
的
に
活
動
し
て
お
り
、
本

イ
ベ
ン
ト
以
外
に
、
Ｊ
Ｓ
Ｔ
主
催
の
新
技

術
説
明
会
（
＠
東
京
）
へ
の
参
画
や
、
北

九
州
Ｔ
Ｌ
Ｏ
及
び
地
域
公
的
機
関
と
の
連

携
に
よ
り
シ
ー
ズ
の
紹
介
・
技
術
相
談
等

へ
の
対
応
、
ま
た
、
広
域
連
携
と
し
て
は
、

筑
波
大
学
の
産
学
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
へ
の
参
加
に
よ
る
シ
ー
ズ
紹
介
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、本
学
の
共
同
・
受
託
研
究
契
約
実

績
と
し
て
は
、２
０
１
７
年
度
で
約
９
・
７

億
円
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
現
在
、
特
に
、

産
業
界
と
の
組
織
対
組
織
の
連
携
に
基
づ

く
大
型
の
共
同
研
究
で
あ
る
、
共
同
研
究

講
座
が
推
進
さ
れ
多
数
の
設
置
が
な
さ
れ
、

産
業
界
か
ら
の
期
待
を
受
け
、
今
後
、
研

究
契
約
の
規
模
が
拡
大
し
て
い
く
と
思
わ

れ
ま
す
。

知
的
財
産
部
門
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う

な
状
況
の
中
、
研
究
活
動
推
進
を
第
一
と

し
て
当
該
研
究
活
動
と
の
両
輪
を
目
指
し
、

先
ず
は
、
こ
れ
ま
で
の
知
財
収
入
に
よ
る

成
果
だ
け
で
な
く
、
知
財
を
基
点
と
し
た

産
学
連
携
に
よ
り
、
産
業
界
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
研
究
契
約
の
獲
得
、
及
び
本
学
の

技
術
の
社
会
実
装
、
普
及
の
取
り
組
み
が

必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
更
に
、
こ
の
よ

う
な
取
り
組
み
に
よ
り
、
本
学
の
技
術
に

対
す
る
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
向
上
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

明
専
会
員
の
皆
様
に
は
、
知
的
財
産
部

門
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
、
各

種
特
許
シ
ー
ズ
に
対
し
て
ご
検
討
い
た
だ

き
、
今
後
と
も
本
学
発
展
の
た
め
、
ご
支

援
、
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。
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